
孟
子
に
お
け
る
仁
と
義
の
理
法
的
性
格
に
つ
、し

て李

基
　
　
束

　
　
　
は
じ
め
に

　
「
朝
聞
道
、
夕
死
可
突
」
（
『
論
語
L
里
仁
）
と
あ
る
孔
子
の
言
葉
か
ら
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
思
想
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
、
倫

理
学
的
探
求
は
道
の
体
得
に
集
約
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
道
の
概
念

は
、
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
」
（
『
中
庸
章
旬
L
首
章
）
と
あ
る
よ
う

に
、
天
の
命
と
し
て
把
え
ら
れ
る
性
に
率
う
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

性
は
萬
物
各
々
の
本
体
で
あ
る
か
ら
、
道
は
人
を
含
め
た
萬
物
の
道
で
あ

っ
て
、
人
に
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
孔
子
は
人
の
道

を
強
調
し
、
人
の
道
を
意
味
す
る
仁
の
思
想
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
更

に
社
会
性
が
求
め
ら
れ
る
戦
国
時
代
に
至
っ
て
は
、
人
問
社
会
に
お
け
る

具
体
的
状
況
の
中
で
、
生
の
営
為
者
で
あ
る
人
が
如
何
に
生
き
る
べ
き
か

と
い
う
実
践
的
課
題
の
も
と
に
、
孟
子
の
義
の
思
想
が
打
ち
出
さ
れ
る
。

　
孟
子
は
、
孔
子
の
仁
の
思
想
に
義
の
意
味
を
加
え
て
仁
義
と
並
称
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
社
会
に
お
け
る
様
々
な
問
題
に
対
す
る
解
決
の
道
を

説
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
孟
子
の
仁
義
思
想
に
お
け
る
仁
と
義

の
関
係
性
及
び
個
別
性
に
対
す
る
考
察
は
、
彼
の
思
想
を
理
解
す
る
核
心

に
な
ろ
う
。

　
仁
と
義
の
関
係
性
を
み
る
と
、
義
は
仁
の
把
握
に
よ
っ
て
演
緯
さ
れ
る

論
理
的
構
造
を
も
つ
。
仁
は
天
人
関
係
、
あ
る
い
は
父
子
関
係
の
よ
う
な

一
次
的
関
係
に
お
け
る
理
法
と
し
て
、
更
に
義
は
一
次
的
関
係
を
媒
介
に

し
て
成
り
立
つ
二
次
的
関
係
に
お
け
る
理
法
と
し
て
把
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
　
　
一
、
仁
－
一
次
的
関
係
に
お
け
る
理
法
－

　
孟
子
に
お
け
る
仁
は
、
ま
ず
「
仁
、
人
之
安
宅
也
」
（
『
孟
子
』
離
婁
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
安
ら
か
な
宅
、
い
い
か
え
れ
ば
人
の
安
住
す
べ
き

精
神
的
故
郷
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
的
故
郷
、
つ
ま
り
仁
は
、

「
夫
仁
、
天
之
尊
爵
也
」
（
■
孟
子
L
公
孫
丑
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
天
か
ら
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与
え
ら
れ
た
尊
い
も
の
（
爵
位
）
で
あ
り
、
ま
た
、
「
親
親
、
仁
也
」
（
『
孟

子
』
蓋
心
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
親
に
親
し
む
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
天

人
関
係
あ
る
い
は
父
子
関
係
の
よ
う
な
、
人
問
の
も
つ
最
も
原
初
的
関
係

に
お
け
る
理
法
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
U
　
天
人
関
係

　
孟
子
に
お
け
る
天
は
、
人
を
創
造
す
る
創
造
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

れ
を
主
宰
す
る
主
宰
者
と
さ
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
人
問
は
天
に
よ
っ

て
創
造
さ
れ
、
天
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
と
い
う
天
人
関
係
を
も
つ
こ
と

に
な
る
。

　
創
造
者
と
し
て
の
天
は
、
孟
子
の
「
天
生
蒸
民
」
（
『
孟
子
L
告
子
上
）
「
天

降
下
民
」
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
）
と
あ
歪
言
葉
な
ど
か
ら
、
直
接
人
を
創

造
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
が
、
主
宰
者
と
し
て
の
天
は
ど
の
よ
う
に
杷

握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
孟
子
に
よ
れ
ば

　
　
行
或
使
之
、
止
或
尼
之
、
行
止
非
人
所
能
也
、
吾
之
不
遇
魯
候
、
天

　
　
也
、
藏
氏
之
子
焉
能
使
予
不
遇
哉
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、
天
は
個
人
的
諸
行
為
の
根
本
的
動
機
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
孟
子
の

　
　
萬
章
日
、
土
莞
以
天
下
与
舜
有
諸
、
孟
子
日
否
、
天
子
不
能
以
天
下
与

　
　
人
、
然
則
舜
有
天
下
也
執
与
之
、
日
天
与
之
（
『
孟
子
』
萬
章
上
）

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
天
は
人
類
社
会
を
全
体
的
に
統
括
す
る
主
宰
者

と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
更
に
孟
子
は

　
　
荷
為
善
、
後
世
子
孫
、
必
有
王
者
実
、
君
子
創
業
垂
統
、
為
可
継
也
、

　
　
若
夫
成
功
則
天
也
、
君
如
彼
何
哉
、
彊
為
善
而
已
実
（
『
孟
子
L
梁

　
　
恵
王
下
）

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
斉
が
城
を
築
く
の
を
み
て
恐
れ
て
い
る
藤
の
文
公

に
、
善
を
為
せ
ば
後
世
の
子
孫
の
中
で
王
者
が
で
て
く
る
と
い
う
前
提
の

も
と
に
、
君
子
は
子
孫
が
受
け
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
業
を
創
り
統

を
垂
ら
す
べ
き
で
あ
る
。
後
世
の
子
孫
が
功
を
成
す
か
否
か
は
天
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
は
関
与
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
善
を
為
す
べ
き
で

あ
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
天
は
人
問
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
に

対
す
る
結
果
を
決
定
す
る
最
後
の
審
判
官
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
論
述
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
天
は
人
民
の
創
造
者
で
あ

る
と
同
時
に
、
被
造
者
で
あ
る
人
民
の
行
為
の
動
機
で
あ
り
、
行
為
の
結

果
に
対
す
る
審
判
官
で
あ
り
、
ま
た
人
類
社
会
全
体
を
主
宰
す
る
も
の
と

さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
天
人
関
係
に
お
い
て
、
天
は
、
孟
子
が

　
　
書
日
天
降
下
民
、
作
之
君
作
之
師
、
惟
日
其
助
上
帝
、
寵
之
四
方
、

　
　
有
罪
無
罪
、
惟
我
在
、
天
下
易
敢
有
越
豚
志
（
■
孟
子
L
梁
恵
王
下
）

と
あ
る
『
書
経
』
泰
誓
篇
の
武
王
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
天
が
下
民
を
降

し
て
、
君
を
作
り
師
を
作
っ
た
の
は
只
だ
上
帝
を
助
け
、
四
方
を
寵
愛
さ

せ
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

根
本
的
に
被
造
者
で
あ
る
人
民
を
寵
愛
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
人
間
の
自
己
存
続
の
た
め
に
は
、
孟
子
が
「
順
天
者
存
、
逆
天
者
亡
」

（
『
孟
子
。
離
婁
上
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
人

問
が
天
意
に
順
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
天
意
に
順
う
と
い
う
こ
と
は
、

ま
た
天
に
寵
愛
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
自
己
の
存
続
の
み
で
な
く
、

生
に
お
け
る
窮
極
的
な
幸
福
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
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が
、
天
は
孟
子
が

　
　
天
与
之
者
、
謹
謹
然
命
之
乎
、
日
否
、
天
不
言
、
以
行
与
事
示
之
而

　
　
己
夷
（
『
孟
子
L
萬
章
上
）

と
い
う
よ
う
に
、
人
に
言
葉
を
も
っ
て
直
接
的
に
命
令
す
る
も
の
で
は
な

い
。
た
だ
行
や
事
を
も
っ
て
示
す
の
み
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
人
の
天
意

に
順
う
道
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
孟
子
に
よ
れ
ば

　
　
太
誓
日
天
視
自
我
民
視
、
天
聴
自
我
民
聴
（
■
孟
子
』
萬
章
上
）

と
あ
っ
て
、
天
は
民
の
視
る
に
よ
り
て
視
、
民
の
聴
く
に
よ
り
て
聴
く
も

の
と
さ
れ
る
。
橡
言
す
れ
ば
、
天
意
は
民
意
に
よ
る
も
の
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
孟
子
は

　
　
使
之
主
祭
、
而
百
神
享
之
、
是
天
受
之
、
使
之
主
事
而
事
治
、
百
姓

　
　
安
之
、
是
民
受
之
也
（
■
孟
子
L
萬
章
上
）

と
述
べ
、
天
が
舜
に
天
子
の
位
を
与
え
た
と
い
う
事
実
を
、
舜
が
上
に
天

意
に
順
い
、
下
に
民
意
に
順
っ
た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
天
人
関
係
は
遂
に
人
間
関
係
と
し
て
代
っ
て
く
る
。

　
以
上
の
論
述
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
我
と
天
が
原
初
的
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
、
他
人
も

犬
と
原
初
的
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
と
他
人
は
天
を

媒
介
に
す
る
と
き
始
め
て
関
係
が
成
立
す
る
。
我
と
天
と
の
関
係
は
原
初

的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
一
次
的
関
係
で
あ
る
と
言
う
な
ら
ば
、
我
と
人
の

閑
係
は
我
と
天
と
の
関
係
に
よ
っ
て
派
生
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
二

次
的
閑
係
と
な
る
。
こ
こ
で
、
一
次
的
関
係
を
よ
く
維
持
す
る
た
め
に
は

二
次
灼
閑
係
も
よ
く
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
当
為
の
論
理
が

で
て
く
る
。
こ
の
当
為
の
論
岬
が
す
べ
て
義
と
し
て
幣
珊
さ
れ
る
。

　
　
ほ
父
子
関
係

　
我
と
大
と
の
関
係
の
よ
う
に
原
初
的
に
締
ば
れ
て
い
る
関
係
は
、
人
間

社
会
に
お
い
て
は
父
母
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は

　
　
人
悦
之
、
好
色
、
富
貴
、
無
足
以
解
憂
者
、
惟
順
於
父
母
可
以
解

　
　
憂
、
人
少
則
慕
父
母
、
知
好
色
則
慕
少
文
、
有
妻
子
則
慕
妻
子
、
仕

　
　
則
慕
君
、
不
得
於
君
則
熱
巾
、
大
孝
終
身
慕
父
母
、
五
十
而
慕
者
、

　
　
予
於
大
舜
見
之
実
（
『
孟
子
』
萬
章
上
）

と
い
っ
て
、
人
が
自
分
に
悦
ん
で
く
れ
る
こ
と
、
好
色
、
富
貴
な
ど
は
憂

い
を
解
く
に
足
り
な
い
。
惟
だ
父
母
に
順
う
の
み
が
憂
い
を
解
き
得
る
の

で
あ
る
。
人
は
少
さ
い
時
に
は
父
母
を
慕
う
が
、
好
色
を
知
れ
ば
、
少
文

（
美
少
女
）
を
慕
い
、
妻
子
を
有
す
れ
ば
妻
子
を
慕
い
、
仕
官
す
れ
ば
君
を

慕
い
、
君
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
中
を
熱
く
す
る
。
大
孝
は
終
身
父
母
を

慕
う
。
五
十
才
に
な
っ
て
も
父
母
を
慕
う
も
の
は
舜
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
岬
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
父
母
と
の
関
係
は
、
天
人
関
係
の
よ
う
に
一
次
的
関
係
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
父
母
は
子
を
無
条
件
に
愛
す
る
。
子
は
こ
の
よ
う
な

父
母
か
ら
与
え
ら
れ
る
絶
対
愛
の
中
で
根
本
的
に
幸
福
な
生
が
保
障
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
父
母
と
の
原
初
的
関
係
を
持
続
的
に
維
持
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
人
が
悦
ん
で
く
れ
る
こ
と
、
好
色
、
富
貴
な
ど
と
我
と
の

関
係
は
本
来
的
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
根
本
的
に
幸
福
な
生
は
保
障
さ

れ
な
い
。
幸
福
な
生
は
天
意
に
順
う
の
と
同
様
に
、
父
母
に
順
う
こ
と
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
原
初
的
関
係
と
派
生
的
関
係
が
定
立
さ
れ
る
と
き
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

に
対
す
る
価
値
体
系
は
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
父
母
と
の
関

係
を
ス
ム
ー
ズ
に
維
持
す
る
た
め
の
努
力
こ
そ
生
の
根
本
原
理
と
な
る
。

換
言
す
れ
ば
、
父
母
と
の
関
係
は
生
の
如
何
な
る
形
に
よ
っ
て
も
損
傷
さ

れ
て
は
い
け
な
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
不
教
子
、
父
子
不
責

善
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
孟
子
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。　
　
公
孫
丑
日
君
子
之
不
教
子
何
也
、
孟
子
日
勢
不
行
也
、
教
者
必
以
正
、

　
　
以
正
不
行
、
継
之
以
怒
、
継
之
以
怒
、
則
反
夷
実
、
夫
子
教
我
以

　
　
正
、
夫
子
未
出
於
正
也
、
則
是
父
子
相
夷
也
、
父
子
相
夷
則
悪
実
、

　
　
古
者
易
子
而
教
之
、
父
子
之
問
、
不
責
善
、
責
善
則
離
、
離
則
不
祥

　
　
莫
大
焉
（
『
孟
子
』
離
婁
上
）

す
な
わ
ち
、
父
が
子
を
教
え
な
い
理
由
は
、
父
の
側
か
ら
す
る
と
、
教
え

る
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
こ
と
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
子

が
正
し
く
し
な
け
れ
ば
怒
る
よ
う
に
な
る
。
怒
る
と
い
う
こ
と
は
父
と
子

の
関
係
の
損
傷
さ
れ
る
可
能
性
が
で
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
父
は
そ
れ
よ
り
寧
ろ
子
を
教
え
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。
ま

た
子
の
側
か
ら
す
る
と
、
教
え
る
者
は
正
し
い
こ
と
を
も
っ
て
教
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
教
え
る
者
が
正
し
く
な
い
場
合
に
は
、
そ

れ
が
父
子
関
係
で
な
け
れ
ば
去
っ
て
行
け
ば
済
む
こ
と
で
あ
る
が
、
父
で

あ
る
な
ら
ば
去
っ
て
行
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
結
局
父
子
の
関
係

を
損
傷
す
る
結
果
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
父
子
の
関
係
を
よ
く
維
持
す

る
た
め
に
は
、
父
が
子
を
教
え
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
父
子
の

関
係
に
お
い
て
は
、
互
い
に
善
を
責
め
て
も
い
け
な
い
。
や
は
り
父
子
の

関
係
を
損
傷
す
る
可
能
性
が
で
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
父
子
の
関
係
を
述
べ
て
き
た
が
、
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
父

母
を
媒
介
に
し
て
成
立
す
る
兄
弟
関
係
で
あ
る
。
我
と
父
が
原
初
的
関
係

を
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
兄
弟
も
父
と
同
様
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
か
ら

で
あ
る
。
父
子
の
関
係
は
原
初
的
な
関
係
で
あ
る
か
ら
一
次
的
関
係
で
あ

り
、
兄
弟
関
係
は
父
母
を
媒
介
に
し
て
成
立
す
る
派
生
的
関
係
で
あ
る
か

ら
二
次
的
関
係
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
、
我
が
父
母
と
の
一
次
的

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
兄
や
弟
に
対
す
る
関
係
も
よ

く
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
為
性
を
も
つ
が
、
こ
の
当
為
性
が
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
義
の
問
題
に
帰
結
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
義
ー
二
次
的
関
係
に
お
け
る
理
法
－

　
わ
れ
わ
れ
は
前
章
に
お
い
て
、
人
問
の
も
つ
関
係
の
中
の
原
初
的
な
も

の
と
し
て
の
天
人
関
係
と
父
子
関
係
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
両
関
係
に
お
け

る
理
法
が
孟
子
に
お
け
る
仁
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
天
人
関
係
は
天
を
媒
介
に
し
て
人
間
関
係
へ
、
父
子
関
係
は
父

母
を
媒
介
に
し
て
兄
弟
関
係
へ
と
発
展
す
る
が
、
こ
の
人
間
関
係
、
あ
る

い
は
兄
弟
関
係
の
よ
う
な
二
次
的
関
係
に
お
け
る
理
法
が
孟
子
の
義
の
思

想
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
一
方
、
孟
子
は
ま
た
人
間

関
係
を
、
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
の
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分

け
、
そ
の
関
係
に
お
け
る
理
法
を
、
親
、
義
、
別
、
序
、
信
と
い
う
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

謂
五
倫
を
打
ち
出
し
、
義
は
君
臣
関
係
に
属
す
る
理
法
と
し
た
が
、
他
方

に
お
い
て
、
彼
は

　
　
仁
之
実
、
事
親
是
也
、
義
之
実
、
従
兄
是
也
、
智
之
実
、
知
斯
二
者
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弗
去
是
也
、
礼
之
実
、
節
文
斯
二
者
是
也
、
楽
之
実
、
楽
斯
二
者

　
　
（
■
孟
子
L
離
婁
上
）

と
い
っ
て
、
父
子
関
係
に
お
い
て
、
親
に
事
え
る
こ
と
を
仁
の
実
（
内
容
）

と
し
、
兄
弟
関
係
に
お
い
て
、
兄
に
従
う
こ
と
を
義
の
実
と
し
、
礼
、
智
、

楽
な
ど
は
こ
の
仁
と
義
か
ら
演
緯
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
仁
と
義
を
基

本
に
し
て
考
え
れ
ば
、
五
倫
に
対
し
て
も
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
父
子
関
係
は
天
人
関
係
の
よ
う
に
原
初
的
関
係
で
あ

る
か
ら
、
父
子
関
係
に
お
け
る
理
法
、
す
な
わ
ち
親
は
仁
の
内
容
と
な
る

が
、
君
臣
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
は
原
初
的
関
係
に
よ
っ
て
派
生
さ
れ
た

関
係
で
あ
る
か
ら
、
義
、
別
、
序
、
信
は
統
括
的
に
義
の
内
容
と
し
て
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
者
を
狭
義
の
義
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者

は
広
義
の
義
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
君
臣
関
係
は
天
人
関
係
の
パ
タ

ー
ン
を
そ
の
ま
ま
う
つ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友

の
関
係
も
大
き
く
言
え
ば
、
天
人
関
係
、
あ
る
い
は
父
子
関
係
に
よ
っ
て

演
緯
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
臣
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友

の
関
係
に
お
い
て
、
天
人
関
係
、
あ
る
い
は
父
子
関
係
を
よ
く
維
持
す
る

と
い
う
前
提
条
件
の
も
と
に
、
義
、
別
、
序
、
信
は
正
し
く
実
践
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
当
為
性
を
も
つ
。
そ
こ
で
、
孟
子
は

　
　
義
、
人
路
也
（
『
孟
子
L
告
子
上
）

　
　
義
、
人
之
正
路
也
（
『
孟
子
L
離
婁
上
）

と
述
べ
、
義
を
人
の
路
、
し
か
も
正
し
い
路
に
警
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
人
問
社
会
に
お
い
て
現
わ
れ
る
義
の
具
体
的
様
相
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
1
－
個
人
倫
理

　
④
同
類
思
想

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
は
本
来
天
や
父
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
存
続
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
従
属
的
関
係
は
天
や

父
に
よ
る
一
次
的
関
係
に
限
っ
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
他
人
と
の

関
係
の
よ
う
に
一
次
的
関
係
を
媒
介
に
し
て
成
り
立
つ
二
次
的
関
係
に
お

い
て
は
、
皆
平
等
な
横
の
関
係
を
も
つ
の
で
あ
る
。
孟
子
は

　
　
聖
人
与
我
同
類
者
（
■
孟
子
』
告
子
上
）

　
　
舜
何
人
や
、
予
何
人
也
、
有
為
者
亦
若
是
（
■
孟
子
L
勝
文
公
上
）

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
聖
人
も
我
も
天
に
よ
る
被
造
物
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
す
れ
ば
、
類
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
聖
人

で
あ
る
舜
も
根
本
的
に
我
と
同
類
で
あ
る
か
ら
、
努
力
次
第
に
よ
っ
て
我

も
舜
の
よ
う
な
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
人

関
係
（
家
族
社
会
に
お
い
て
は
父
子
関
係
で
あ
る
が
）
を
背
景
と
し
た
孟

子
の
同
類
思
想
は
、
天
以
外
の
も
の
に
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
干

渉
さ
れ
た
り
、
従
属
さ
れ
た
り
せ
ず
、
自
分
か
ら
の
意
志
で
天
意
に
順
っ

て
行
為
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
自
由
と
義
務
の
倫
理
を
導
き
だ
す

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
一
つ
の
例
を
挙
げ
、
自
由
と
義
務
の
倫
理
を
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
あ
る
者
が
人
の
家
来
に
な
り
、
主
人
か
ら
愛
と

善
処
を
受
け
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
場
合
を
仮
定
し
て
み
よ
う
。
こ
の

家
来
は
生
ま
れ
る
と
き
か
ら
主
人
の
家
来
と
し
て
従
属
さ
れ
た
ま
ま
生
ま

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
主
人
と
家
来
の
関
係
は
本
来
平
等
な
横
の
関

係
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
た
だ
主
人
と
家
来
と
い
う
現
在
的
関
係
は
互

い
の
合
意
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
二
次
的
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
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の
家
来
は
主
人
か
ら
愛
さ
れ
る
こ
と
も
悪
ま
れ
る
こ
と
も
、
そ
れ
が
合
意

内
容
を
越
え
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
自
由
を
干
渉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
主
人
の
愛
す
る
と
い
う
行
為
は
天
に
対
す
る
越
権
行
為
と
な
り
、

下
来
が
感
謝
す
る
と
い
う
こ
と
は
天
に
対
す
る
冒
漬
行
為
と
な
る
。
人
を

愛
す
る
こ
と
は
天
の
役
割
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
命
を

自
性
と
す
る
人
間
同
志
に
お
け
る
愛
は
縦
の
も
の
で
は
な
く
横
の
も
の
と

し
て
、
性
の
秩
序
に
根
拠
す
る
自
然
的
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
れ
は
孟
子
が
「
愛
而
不
敬
、
獣
畜
之
也
（
『
孟
子
』
蓋
心
上
）
」
と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
恭
敬
の
心
が
伴
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
を
も
つ
よ

う
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
孟
子
の
思
想
に
お
け
る
人
間
関
係
に
お
い
て
は
、
宗
教
的

結
束
力
を
も
た
な
い
。
た
だ
人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
み
ず
か
ら
の
努
力
に
よ
っ

て
天
意
を
自
覚
す
る
こ
と
を
根
本
に
し
な
が
ら
、
先
覚
者
が
後
覚
者
を
覚

ら
せ
る
と
い
う
学
問
的
形
態
が
創
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
孔
子

が
自
身
の
内
的
心
性
状
態
を
「
学
不
厭
而
教
不
倦
也
（
『
孟
子
』
公
孫
丑

上
）
」
と
述
べ
た
言
葉
を
引
用
し
、
人
間
の
最
高
境
地
で
あ
る
聖
の
状
態
に

お
い
て
、
学
が
最
も
強
調
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
、
み
ず
か
ら
の
使
命
を

　
　
天
之
生
此
民
也
、
使
先
知
覚
後
知
、
使
先
覚
覚
後
覚
、
予
大
民
之
先

　
　
覚
者
也
、
予
将
以
斯
道
覚
斯
民
也
、
非
予
覚
之
而
誰
山
（
。
孟
子
』

　
　
萬
章
上
）

と
あ
る
よ
う
に
、
後
知
、
後
覚
を
覚
ら
す
と
こ
ろ
に
概
く
の
も
学
問
的
形

態
に
お
い
て
唖
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
学
問
的
形
態
に
お
い

て
も
あ
く
ま
で
個
人
の
自
由
を
侵
害
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
次
の

よ
う
な
孟
子
の
説
明
に
よ
っ
て
そ
の
態
度
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　
夫
子
之
説
科
也
、
往
者
不
追
、
来
者
不
拒
、
萄
以
是
心
至
、
斯
受
之

　
　
而
已
実
（
『
孟
子
』
壷
心
下
）

す
な
わ
ち
、
孔
子
は
弟
子
が
学
問
を
止
め
て
去
る
と
し
て
も
引
き
止
め
な

い
。
ま
た
学
問
を
し
に
く
る
者
に
対
し
て
も
拒
ま
な
い
。
本
心
を
も
っ
て

く
る
な
ら
ぱ
受
け
入
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
◎
自
尊
思
想

　
既
に
孟
子
の
同
類
思
想
と
自
為
主
義
に
関
し
て
上
述
し
た
が
、
こ
れ
は

す
べ
て
天
人
関
係
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
天
命
を
我
が

性
と
す
る
天
命
思
想
は
我
を
尊
い
も
の
と
す
る
自
尊
思
想
を
生
む
。
李
、

我
の
性
は
天
命
で
あ
る
か
ら
、
天
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
萬
物
の
性
も
我

が
性
と
同
質
的
な
も
の
と
な
り
、
「
萬
物
皆
備
於
我
実
（
『
孟
子
』
蓋
心
上
ヒ

と
あ
る
孟
子
の
言
葉
の
よ
う
に
、
我
は
萬
物
の
中
心
的
存
在
と
な
る
。
孟

子
は
　
　
彼
以
晋
楚
之
富
、
我
以
吾
仁
、
彼
以
晋
楚
之
爵
、
我
以
吾
義
（
『
孟

　
　
子
。
公
孫
丑
下
）

と
述
べ
、
自
身
の
尊
さ
を
樹
立
し
た
。
こ
の
尊
さ
は
誰
に
よ
っ
て
も
剥
奪

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
人
に
譲
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
孟
子
は
公

務
を
も
っ
て
い
な
い
一
平
民
と
し
て
は
、
権
力
な
ど
に
よ
っ
て
臼
分
の
尊
さ

を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
な
行
為
に
よ
っ
て
示
し
て
い

る
。　
　
需
子
将
朝
王
、
王
使
人
来
日
寡
人
如
就
見
者
也
、
有
寒
疾
不
呵
以
風
、

　
　
朝
将
視
朝
、
不
識
、
可
使
寡
人
得
見
乎
、
対
日
不
幸
而
有
疾
、
不
能

　
　
　
　
（
■
孟
子
し
公
孫
丑
ド
）
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す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
孟
子
が
王
に
面
会
に
行
こ
う
と
し
た
と
き
、
む
し
ろ

王
の
方
か
ら
先
に
人
を
派
遣
し
、
朝
廷
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ
、

疾
病
を
口
実
に
し
て
拒
否
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ

は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
人
の
尊
さ
を
守
る
権
利
は
、
そ
れ
を
奪
お
う
と
す
る
力
に
対
す
る
抵
抗

精
神
と
し
て
現
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
力
が
な
い
場
合
に
は
、
そ

れ
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
尊
さ
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。
上
述
の
孟
子

の
行
為
は
、
こ
の
よ
う
な
最
小
限
の
権
利
行
使
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
我
が
我
が
尊
さ
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
人
の

尊
さ
を
尊
重
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
孟
子
は
伯
夷
、
伊
弄
、
孔
子
の

共
通
性
と
し
て
、

　
　
行
一
不
義
、
殺
一
不
宰
而
得
天
下
、
皆
不
為
也
（
■
孟
子
L
公
孫
丑

　
　
上
）

と
述
べ
、
人
の
尊
さ
を
問
接
的
に
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
萬
章
か
ら
人

と
の
交
際
に
関
し
て
問
わ
れ
た
と
き
に
も
次
の
よ
う
に
答
え
、
彼
の
人
の

尊
さ
に
対
す
る
尊
重
思
想
を
顕
わ
し
て
い
る
。

　
　
萬
章
問
日
敢
問
交
際
何
心
也
、
孟
子
日
恭
也
、
日
却
之
却
之
為
不
恭

　
　
何
哉
、
日
尊
者
賜
之
、
日
其
所
取
之
者
義
乎
不
義
乎
而
後
受
之
、
以

　
　
是
為
不
恭
、
故
弗
却
也
、
日
無
以
辞
却
之
、
以
心
却
之
、
日
其
取
諸

　
　
民
之
不
義
也
而
以
他
辞
無
受
不
可
乎
、
日
其
交
也
以
道
、
其
接
也
以

　
　
礼
、
斯
孔
子
受
之
実
、
（
『
孟
子
L
萬
章
下
）

す
な
わ
ち
、
人
と
交
際
す
る
に
当
り
、
彼
と
我
の
関
係
は
交
際
を
始
め
た

と
き
に
始
め
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
交
際
の
礼
と
道
に
外
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
彼
に
対
し
て
恭
敬
の
心
を
も
っ
て
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
交
際
す
る
以
前
に
彼
が
正
し
か
っ
た
か
否
か
を
正
し
て
は
い
け
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ぱ
そ
れ
は
我
の
関
与
す
る
範
囲
内
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
に
賎
薄
な
生
を
営
ん
で
い
る
人
で
あ
っ
て

も
、
彼
は
本
来
天
と
の
関
係
に
お
い
て
貴
い
生
を
営
為
す
る
資
格
と
権
利

を
も
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
の
最
少
限
の
人
権
は
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
孟
子
の
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
徹
底
し
た

人
権
尊
重
思
想
を
把
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
孟
子
日
西
子
蒙
不
潔
、
則
人
皆
掩
鼻
而
過
之
、
雄
有
悪
人
、
斉
戒
沐

　
　
浴
則
可
以
杷
上
帝
（
『
孟
子
L
離
婁
下
）

た
と
え
悪
人
で
あ
る
と
し
て
も
、
彼
は
上
帝
を
祭
杷
す
る
こ
と
の
で
き
る

貴
い
人
権
を
も
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
の
全
体
が
無
視
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
．

　
○
抵
抗
精
神

　
人
権
は
天
人
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
権
利
で
あ
る
か
ら
、
人
に
よ
っ
て

奪
わ
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
力
に
よ

っ
て
剥
奪
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
人
問
は
誰
で
あ
っ
て
も
反
掻
を
す
る
。

こ
れ
が
す
な
わ
ち
抵
抗
精
神
で
あ
る
。
孟
子
は
、
こ
の
よ
う
な
抵
抗
精
神

を
人
、
な
ら
皆
本
来
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
賢
明
な
者
の
み
が
失
わ

ず
に
長
く
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　
　
孟
子
日
：
・
是
故
所
欲
有
甚
於
生
者
、
所
悪
有
甚
於
死
者
、
非
独
賢

　
　
者
有
是
心
也
、
人
皆
有
之
、
賢
子
能
勿
喪
耳
、
一
箪
食
二
旦
嚢
、
得

　
　
之
則
生
、
不
得
則
死
、
嘘
爾
而
与
之
、
行
道
之
人
弗
受
、
蹴
爾
而
与

　
　
之
、
乞
人
不
屑
也
（
『
孟
子
』
告
子
上
）
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っ
ま
り
、
人
権
は
真
実
の
生
を
営
む
た
め
の
貴
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

れ
を
守
る
た
め
に
は
生
命
ま
で
も
軽
ん
じ
る
義
理
精
神
に
発
展
す
る
。

こ

　
　
2
国
家
倫
理

　
⑦
民
本
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
我
は
天
と
の
一
次
的
関
係
を
も
っ
て
い
る
が
、
他

人
も
ま
た
天
と
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
天
と
の
関

係
を
よ
く
維
持
す
る
た
め
に
は
、
他
人
と
の
関
係
を
も
よ
く
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
人
間
社
会
に
お
け
る
秩
序
及
び
調
和
が
要
求

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
秩
序
及
び
調
和
を
も
っ
た
一
つ
の
基
本

的
単
位
が
国
家
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は

　
　
民
為
貴
、
社
稜
次
之
、
君
為
軽
、
是
故
得
乎
丘
民
而
為
天
子
（
『
孟

　
　
子
し
壷
心
下
）

と
述
べ
、
民
が
最
も
貴
ぶ
も
の
で
あ
り
、
国
家
が
次
で
あ
っ
て
、
君
は
最

も
軽
い
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
っ
ま
り
、
人
民
の
秩
序
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
国
家
が
必
要
と
な
り
、
国
家
の
秩
序
の
象
徴
と
し
て
君
が

存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
や
君
は
民
の
意
志
に
順
っ
て
存
立
さ
れ

た
場
合
に
の
み
そ
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
孟
子
の
次
の
よ
う
な
説
明

か
ら
も
、
こ
の
論
理
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
　
孟
子
対
日
取
之
而
燕
民
悦
則
取
之
、
古
之
人
有
行
之
者
、
武
王
是
也
、

　
　
取
之
而
燕
民
不
悦
則
勿
取
、
古
之
人
有
行
之
者
、
文
王
是
也
（
『
孟

　
　
子
L
梁
恵
王
下
）

す
な
わ
ち
、
孟
子
は
燕
と
い
う
国
家
の
存
立
は
燕
の
民
の
意
志
に
よ
る
べ

き
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
す
る
と
、
君
が
全
体
的
秩
序
の
維
持
に
関
係
さ

れ
な
い
も
の
を
も
っ
て
、
民
を
使
役
さ
せ
た
り
、
命
令
し
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
民
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
君
の
命
令
に
は
従
わ
ざ
る
べ
き

権
利
を
も
つ
が
、
孟
子
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
義
を
も
っ
て
説
明
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
萬
章
日
庶
人
召
之
役
則
往
役
、
君
欲
見
之
、
召
之
則
不
往
見
之
、
何

　
　
也
、
日
往
役
、
義
也
、
往
見
、
不
義
也
、
且
君
之
欲
見
之
也
、
何
為

　
　
也
哉
、
日
為
其
多
聞
也
、
為
其
賢
也
、
日
為
其
多
聞
也
則
天
子
不
召

　
　
師
而
況
諸
候
乎
、
為
其
賢
也
則
吾
未
聞
欲
見
賢
而
召
之
也
（
■
孟
子
L

　
　
萬
章
下
）

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
孟
子
の
民
本
思
想
は
、
西
洋
近
世
の
民
主
主
義
患

想
と
は
異
な
る
。
民
主
主
義
は
民
が
国
家
の
主
人
に
な
る
思
想
で
あ
り
、

民
の
多
数
の
議
決
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
孟

子
の
民
本
主
義
思
想
に
お
い
て
は
、
民
が
政
治
原
理
の
中
心
に
な
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
民
も
君
も
そ
の
背
後
に
あ
る
根
源
的
秩
序

と
し
て
把
握
さ
れ
る
天
意
に
従
う
と
い
う
共
通
的
目
標
が
前
提
と
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
民
本
主
義
思
想
の
根
本
は
天
命
思
想
に
帰
着
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
天
命
は
性
と
し
て
把
握
さ
れ
る
一
方
、
天
意
は

民
意
と
し
て
現
わ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
意
に
順
う
と
い
う
こ
と
は
、
個

人
的
に
は
自
性
に
従
う
こ
と
を
意
味
し
、
国
家
的
に
は
民
意
に
順
う
こ
と

を
意
味
す
る
。
孟
子
は

　
　
舜
相
尭
二
十
有
八
載
、
非
人
之
所
能
為
也
、
天
也
、
尭
崩
、
三
年
之

　
　
喪
畢
、
舜
避
尭
之
子
於
河
之
南
、
天
下
諸
候
朝
勤
者
、
不
之
尭
之
子

　
　
而
之
舜
、
訟
獄
者
、
不
之
尭
之
子
而
之
舜
、
調
歌
者
、
不
調
歌
尭
之
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子
而
調
歌
舜
、
故
日
天
也
、
夫
然
後
之
中
国
、
践
天
子
位
焉
而
居
尭

　
　
之
宮
、
逼
尭
之
子
是
纂
也
、
非
天
与
也
（
『
孟
子
L
萬
章
上
）

と
述
べ
、
尭
が
舜
に
譲
位
し
た
歴
史
的
事
実
に
対
し
、
天
が
舜
に
天
子
の

位
を
与
え
た
と
説
い
た
根
拠
と
し
て
、
舜
が
民
意
に
順
っ
た
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
民
意
の
代
行
者
と
し
て
の
統
治
者
を
天
子
と
言
い

表
す
が
、
こ
れ
は
天
意
の
代
行
者
と
い
う
意
味
と
し
て
、
儒
学
的
政
治
思

想
の
特
徴
を
代
弁
す
る
言
葉
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
孟
子
の
民
本
思
想
は
、
そ
の
後
常
に
中
国
の
政
治
理
念
と

さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
制
度
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
孟
子

の
政
治
思
想
が
完
全
に
理
解
さ
れ
た
後
に
、
現
代
と
い
う
歴
史
的
状
況
に

合
わ
せ
て
制
度
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て
今
後
に
残

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
◎
革
命
思
想

　
民
本
主
義
の
政
治
理
念
を
基
盤
に
し
な
い
政
治
現
象
に
お
い
て
、
治
者

と
い
う
意
味
は
被
治
者
に
対
す
る
相
対
概
念
と
し
て
の
階
級
的
意
味
の
み

を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
孟
子
は
人
問
社
会
の
中
で
作
ら
れ
た
階
級
的
な
も

の
を
人
爵
と
し
、
そ
れ
に
対
し
、
人
間
が
元
来
も
っ
て
い
る
も
の
を
天
爵

と
述
べ
て
い
る
が
、
民
本
主
義
の
政
治
理
念
か
ら
す
れ
ぱ
、
先
に
天
爵
を

保
存
し
、
後
に
人
爵
を
兼
ね
て
い
る
も
の
が
治
者
の
徳
に
適
合
し
た
も
の

と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
孟
子
の
時
代
に
は
も
は
や
天
爵
は
度
外

視
さ
れ
、
人
爵
の
み
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
混
乱
し
た
社
会
で
あ
っ

（
5
）
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
爵
を
忘
れ
て
人
爵
の
み
を
固
執
す
る
者
は
、
民
本
主

義
的
政
治
原
理
か
ら
す
れ
ば
、
治
者
の
資
格
を
喪
失
す
る
。
だ
か
ら
、
桀

や
村
は
歴
史
的
に
は
王
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
側
面
に
立
脚
し
た
と
き
、
王
と
は
呼
ば
れ
な
く
な
る
。
こ
の
意
味
か
ら

し
て
、
治
者
は
そ
の
地
位
に
坐
っ
て
い
る
事
実
よ
り
も
、
治
者
と
し
て
の

資
格
が
先
に
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
孟
子
は

　
　
孟
子
謂
斉
宣
王
日
王
之
臣
、
有
託
其
妻
子
於
其
友
而
之
楚
遊
者
、
比

　
　
其
反
也
、
凍
蟹
其
妻
子
、
則
如
之
何
、
王
日
棄
之
、
士
師
不
能
治
土
、

　
　
如
之
何
、
王
日
已
之
、
日
四
境
之
内
不
治
、
則
如
之
何
、
王
顧
左
右

　
　
面
言
他
（
『
孟
子
L
梁
恵
王
下
）

と
い
っ
て
、
斉
の
宣
王
に
、
王
の
資
格
に
対
し
て
嚴
し
く
追
窮
し
て
い
る
。

も
し
資
格
の
な
い
者
が
、
政
治
原
理
を
忘
却
し
、
権
力
を
も
っ
て
民
を
逼

追
す
る
な
ら
ば
、
民
は
そ
の
治
者
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逼
迫
か
ら

逃
れ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
治
者
を
革
命
に
よ
っ
て
替
え
る
か
の
ど
ち
ら
か

を
選
ぷ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
が
孟
子
の
革
命
思
想
と
し
て
整

　
　
　
　
（
7
〕

理
さ
れ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
は
「
君
臣
有
義
」
に
よ
っ
て
集
約
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
君
と
臣
の
関
係
は
よ
く
生
き
る
た
め
に
人
為
的
に
結
ば
れ
た

二
次
的
関
係
で
あ
る
か
ら
、
義
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
義
は
有
徳
之
君
に
対
し
て
は
、
彼
を
中
心
に
合
力
し
て
秩

序
を
維
持
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
無
徳
之
君
に
対
し
て
は
、

革
命
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
秩
序
を
求
め
る
と
い
う
両
面
性
を
も

つ
。
　
し
か
し
、
新
し
い
秩
序
が
要
求
さ
れ
る
時
代
に
お
い
て
も
、
革
命
を
起

こ
す
に
当
っ
て
は
、
革
命
主
体
勢
カ
の
資
格
問
題
が
先
に
論
議
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
資
格
の
な
い
者
が
革
命
を
起
こ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
秩
序
を
導
く
の
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
の
混
乱
を
繰
返
す
結
果
に
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な
る
か
ら
で
あ
る
。
孟
子
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
警
告
し
て
い
る
。

　
　
公
孫
丑
日
伊
ヂ
日
予
不
押
干
不
順
、
放
太
甲
干
桐
、
民
大
悦
、
太
甲

　
　
賢
、
又
反
之
、
民
大
悦
、
賢
者
之
為
臣
也
、
其
君
不
賢
、
則
固
可
放

　
　
与
、
孟
子
日
有
伊
弄
之
志
、
則
可
、
無
伊
ヂ
之
志
、
則
纂
也
（
『
孟

　
　
子
。
蓋
心
上
）

　
　
お
わ
り
に

　
以
上
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
孟
子
に
お
け
る
仁
と
義
の
思
想
を
中

心
に
述
べ
て
き
た
。
仁
は
天
人
関
係
、
父
子
関
係
の
よ
う
な
一
次
的
関
係

に
お
け
る
理
法
で
あ
り
、
義
は
天
人
関
係
か
ら
人
間
関
係
へ
、
父
子
関
係

か
ら
兄
弟
関
係
へ
と
派
生
さ
れ
る
二
次
的
関
係
に
お
け
る
理
法
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
仁
、
っ
ま
り
一
次
的
関
係
に
お
け
る
人
問
の
本
来
的
姿
を
考
察

し
、
更
に
義
の
内
容
と
し
て
人
間
社
会
に
お
け
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て

考
え
て
み
た
。

　
し
か
し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
孟
子
の
思
想
は
、
現
代

に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
そ
し
て
、
現
代
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
は
如
何
な
る
点
に
あ
り
、
そ
の
あ
り
か
た
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能

な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
っ
た
問
題
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
註

に
孟
子
は

　
孟
子
日
天
下
大
悦
而
将
帰
己
、
視
天
下
悦
而
帰
己
猶
草
芥
也
、
惟
舜

　
為
然
、
不
得
乎
親
、
不
可
以
為
人
、
不
順
乎
親
、
不
可
以
為
子
（
「
孟

　
子
」
離
婁
上
）

　
と
あ
る
よ
う
に
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
よ
り
、
父
母
に
認
め
ら
れ
る

　
こ
と
、
父
母
に
順
う
こ
と
を
人
の
生
の
よ
り
根
本
的
な
も
の
と
説
明

　
し
て
い
る
。

ω
義
之
実
、
従
兄
是
也
（
■
孟
子
L
離
婁
上
）
と
あ
っ
て
、
兄
に
順
従
す

　
る
こ
と
が
義
の
内
容
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
の
従
兄
と
い
う
の
は
、

　
父
母
と
の
一
次
的
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
理
論
的
構
造
を
も
っ

　
て
い
る
か
ら
、
も
し
兄
が
父
母
を
害
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
兄
を

　
処
断
す
る
の
が
義
の
内
容
と
な
る
。

ほ
孟
子
は

　
聖
人
有
憂
之
、
使
契
為
司
徒
、
教
以
人
倫
、
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、

　
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
（
『
孟
子
』
藤
文
公
上
）

　
と
い
っ
て
、
人
間
関
係
を
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
の
五

　
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、
各
々
の
関
係
に
お
け
る
理
法
と
し
て
、

　
親
、
義
、
別
、
序
、
信
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

は
孟
子
は
「
親
親
、
仁
也
、
敬
長
、
義
也
」
（
■
孟
子
』
轟
心
上
）
と
い

　
っ
て
、
序
の
意
味
を
義
の
内
容
と
し
て
解
し
て
い
る
が
、
他
の
別
、

　
信
に
対
し
て
は
、
具
体
的
に
そ
れ
が
義
の
内
容
で
あ
る
と
明
言
し
て

　
い
る
と
こ
ろ
は
見
当
ら
な
い
。

旧
古
之
人
、
修
其
天
爵
而
人
爵
従
之
、
今
之
人
修
其
天
爵
以
要
人
爵
、

　
既
得
人
爵
而
棄
其
天
爵
（
■
孟
子
L
告
子
上
）

㈹
孟
子
日
：
・
賊
仁
者
謂
之
賊
、
賊
義
者
謂
之
残
、
残
賊
之
人
謂
之
一

　
夫
、
聞
諌
一
夫
村
実
、
未
聞
拭
君
也
（
『
孟
子
L
梁
恵
王
下
）

け
君
有
大
過
則
諌
、
反
覆
之
而
不
聴
則
易
位
、
君
有
過
則
諌
、
反
覆
之

　
而
不
聴
則
去
（
『
孟
子
L
萬
章
下
）
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